
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

政
府
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
は
、
本
法
に
よ
る
改
正
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
「
電
気
通
信
の
基
盤
と
な
る
電
気
通
信
技

術
に
関
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
」
が
そ
の
業
務
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
及
び
こ
れ
ま
で
同
社
等
が
電
気
通
信
技
術
に
関

す
る
研
究
に
お
い
て
果
た
し
て
き
た
役
割
を
踏
ま
え
、
そ
の
事
業
を
営
む
こ
と
。 

ま
た
、
政
府
は
、
同
社
等
が
行
う
研
究
の
重
要
性
に
十
分
留
意
す
る
こ
と
。 

 

二
、
政
府
は
、
我
が
国
の
電
気
通
信
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
が
産
学
官
全
体
で
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
電
気
通
信
分
野
の
研
究

開
発
に
対
す
る
財
政
的
支
援
の
一
層
の
拡
充
も
含
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

三
、
政
府
は
、
本
法
に
よ
り
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
お
い
て
外
国
人
の
役
員
へ
の
就
任
が
一
定
割
合
ま
で
可
能
と
な
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の
事
業
運
営
に
よ
る
我
が
国
の
重
要
な
基
盤
で
あ
る
通
信
イ
ン
フ
ラ
、
国
民
生
活
及
び
我
が
国
の
経
済

安
全
保
障
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
適
時
、
適
切
に
検
証
を
行
う
こ
と
。 

 

四
、
政
府
は
、
本
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
技
術
の
進
展
を
踏
ま
え
、
国
民
生
活
の
利
便
性
の

向
上
を
目
的
と
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
、
地
域
の
活
性
化
を
踏
ま
え
た
公
正
な
競
争
の
促
進
及
び
電
気
通

信
事
業
に
係
る
安
全
保
障
の
確
保
等
に
向
け
、
慎
重
に
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
国
民
生
活
へ
の
影
響
も
大
き
い
も
の
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
幅
広
く
意
見
を
聴
取
し
、
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
検
討
の
過
程
及
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
十
分

に
説
明
を
行
う
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 

令

和

六

年

四

月

十

六

日 

参

議

院

総

務

委

員

会 


